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 「指定管理者制度」は、市が指定する民間事業者・団体に公の施設の管理・運営業務を行って

いただく制度で、民間の能力を活用して、市民サービスの向上と経費の節減を図ることを目的

としています。 

 本市では、岡谷市勤労青少年ホーム・岡谷市勤労会館について、令和８年度からの指定管理者

を募集します。 
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１ 募集の概要 

 （１）公募の単位 

     「施設の概要」に記載されている施設については、それぞれの施設の設置目的を効果的

に達成し、施策の推進を図るとともに経費の削減につなげるため、２施設を一括として募

集をします。 

 

 （２）施設の概要 

    ア） 

名 称 岡谷市勤労青少年ホーム 

所 在 地 岡谷市田中町三丁目７番２８号 

設 置 年 月 昭和４９年４月 

設 置 目 的 
岡谷市勤労青少年ホームは、勤労青少年の福祉の増進及び健全な育成を

図ることを目的として設置する。 

建物の構造 鉄筋コンクリート ２階建 

開 設 時 間 

開館時間：平日    午前９時～午後９時３０分 

土・日曜日 午前９時～午後５時 

休 館 日：毎月第２日曜日（予定） 

国民の祝日に関する法律に規定する休日 

年末年始（１２月２９日～翌年１月３日） 

施設の内容 
１Ｆ ：講習室、和室、調理室、体育室、機械室 

２Ｆ ：娯楽・談話室、集会室、音楽室 

利 用 状 況 

令和４年度年間利用者数  １５，３０５人 

令和５年度年間利用者数  １３，５４７人 

令和６年度年間利用者数  １３，５５４人 

    イ） 

名 称 岡谷市勤労会館 

所 在 地 岡谷市田中町三丁目７番２８号 

設 置 年 月 昭和５７年４月 

設 置 目 的 
岡谷市勤労会館は、働く市民の福祉の増進と文化の向上に寄与すること

を目的として設置する。 

建物の構造 鉄筋コンクリート ２階建 

開 設 時 間 

開館時間：平日    午前９時～午後９時３０分 

土・日曜日 午前９時～午後５時 

休 館 日：毎月第２日曜日（予定） 

国民の祝日に関する法律に規定する休日 

年末年始（１２月２９日～翌年１月３日） 

施設の内容 
１Ｆ ：会議室（３室）、視聴覚室、和室 

２Ｆ ：大会議室 

利 用 状 況 

令和４年度年間利用者数   ９，４８７人 

令和５年度年間利用者数  １１，９１６人 

令和６年度年間利用者数  １１，４３１人 
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 （３）指定の期間 

    令和８年４月１日～令和１３年３月３１日までの５年間 

  

 （４）指定管理料 

     定額制 

 

２ 管理・運営方針 

 （１）指定管理者は、住民の平等利用の確保に努めること。ただし、岡谷市勤労青少年ホームに

おいては、勤労青少年の活動に支障のない範囲において、住民の平等利用の確保に努め

るものとする。 

 （２）指定管理者は、民間の経営手法を活用して管理・運営を効率的に行い、質の高い施設サー

ビスを提供するとともに経費の節減に努めること。 

 （３）指定管理者は、施設・設備の機能と特性を十分に把握し、施設の管理・運営を適切に行う

こと。また、利用者の安全確保を最優先とすること。 

 （４）指定管理者は、日頃から利用者ニーズの把握に努め、施設の管理・運営に積極的に反映す

ること。 

 （５）指定管理者は、勤労青少年の福祉の増進と健全育成を図り、また、働く市民の福祉の増進

と文化向上に寄与し、岡谷のまちづくりに貢献する施設を目指すこと。 

 （６）指定管理者は、以下の関係法令を遵守し、市の指導に従うこと。 

・岡谷市勤労青少年ホーム条例および岡谷市勤労青少年ホーム条例施行規則 

・岡谷市勤労会館条例及び岡谷市勤労会館条例施行規則 

・青少年の雇用の促進等に関する法律 

・岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例 

・地方自治法、地方自治法施行令ほか行政関連法令 

・労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関連法令 

・消防法、建築基準法ほか施設管理に関する法令 

・個人情報の保護に関する法律および岡谷市個人情報の保護に関する法律施行条例 

・岡谷市暴力団排除条例および岡谷市暴力団排除条例施行規則 

・その他関係する法令、条例、規則、要綱等 

 （７）岡谷市は、岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例、また岡谷市指定管

理者制度に関するガイドラインに基づき、以下の措置により、施設サービスの水準の確

保に努めるものとする。 

    ① 管理運営状況に関する調査、報告 

      岡谷市は、施設の管理・運営状況を確認するため、指定管理者に対して定期的に報告

を求め、施設を調査し、または必要な指示を行う。 

      また、指定管理者による管理運営状況を岡谷市公の施設指定管理者選定等審議会（以

下審議会という）へ報告し、改善・改革のほか、市民サービスの向上と経費の削減に

つなげる。 

    ② 指定の取り消し等 

      岡谷市は、指定管理者が市の指示に従わない場合や、指定管理者の責めに帰すべき事

由によって指定管理を継続できないと認められる場合は、指定の取り消し、または業

務の全部停止命令若しくは一部停止命令を行う。 
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 （８）その他 

    ① 緊急時の対応 

     管理運営業務の実施に関連して事故や災害等の緊急事態が発生した場合、指定管理者は

速やかに必要な措置を講じるとともに、市を含む関係各所に対して、速やかに緊急事態

発生の旨の通報するものとする。 

    ② 災害応急活動 

     指定管理者は、災害時において、市が「岡谷市地域防災計画」に基づき行う災害応急活

動等に協力するものとする。 

 

３ 指定管理者が行う業務内容 

  ※参照：別添１「指定管理業務仕様書」 

施設、設備の維持

管理に関する業務 

・施設の管理、補修、清掃 

・設備の管理、補修、保守点検 

・備品の管理 

・施設の改修、修繕に関する提案 

施設の運営に関す

る業務 

・岡谷市勤労青少年ホームにかかる事業の企画・実施 

・サークル活動団体、関係団体の支援 

・利用者アンケートの実施 

・利用者の相談への対応、利用者に対する必要な指導・助言 

・利用者の要望、苦情、トラブル等への迅速・適切な対応 

・施設利用者の拡大に向けた広報活動 

・危機管理マニュアルの作成（災害時・緊急時に備えた体制の整備） 

・指定管理業務を通じて取得した個人情報の適正な取り扱い 

施設の使用許可、

使用料の収受等に

関する業務 

・施設使用申請の受け付け、使用許可 

・施設使用料の徴収 

・施設利用者数、徴収した使用料収入等に関する報告書の作成 

その他の業務 ・上記の業務を実施するために必要な職員の配置、教育 

・本市等が主催、共催、後援するイベントへの全面的な協力 

・指定管理業務に含まない自主事業の実施（市が認める内容） 

・岡谷市勤労青少年ホーム運営審議会にかかる業務 

・長野県勤労青少年ホーム連絡協議会の活動にかかる業務 

・以下の計画書、報告書の作成、報告 

  予算書類：各年度の事業計画書、収支予算書 

  決算書類：各年度の事業報告書（年報）、収支決算書 

月報、日報 

  

※備考 

  ① 指定管理業務の実施にあたり、業務の全部を第三者に委託すること、または請け負わせる

ことは認めません。 

  ② 施設の管理責任体制を確保するため、常時、統括責任者（館長相当職）を配置してくださ

い。 
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４ 指定管理者と岡谷市の主な役割（責任）分担 

  岡谷市と指定管理者との役割（責任）分担は、以下のとおりとします。 

  ただし、法令等で規定されている事項を除き、両者が協議できるものとします。 

○：主な役割、△：一定範囲の役割 

項 目 指定管理者 岡谷市 

包括的な施設管理責任（除：管理の瑕疵）  ○ 

施設管理・運営の基本的方針の決定  ○ 

土地の賃借  ○ 

施設・設備の維持管理、保守点検 ○  

施設の安全・衛生管理 ○  

施設・設備の修繕にかかる費用   

 ・経年劣化、第三者の破損による修繕 １件５０万円未満 １件５０万円以上 

 ・施設の構造・性質に関わる根本的修繕  ○ 

 ・不可抗力（天災等）による修繕  ○ 

施設の運営 ○  

物品の購入・管理 ○ △ 

施設利用者の個人情報漏えいに伴う対応 指定管理者に瑕疵あり 指定管理者に瑕疵なし 

業務の再委託に伴う費用、事故、損害 ○  

自主事業の実施に伴う費用、事故、損害 ○  

施設損害賠償保険、履行保証保険への加入 ○  

火災保険への加入  ○ 

職員の雇用、職員の労務災害 ○  

苦情・事故等への対応 施設管理に関する内容 施設管理以外の内容 

災害対応、災害復旧 現場対応、報告 総括的対応 

第三者への損害賠償 指定管理者に瑕疵あり 施設構造上の欠陥あり 

施設の法的管理（占用・行為許可） 書類受付・交付事務 全般 

指定管理終了時の原状回復 ○  

 ※備考 

  ① 施設・設備の修繕にかかる費用（経年劣化、第三者の破損による修繕） 

    ・１件５０万円未満の小破修繕 ：指定管理料の範囲内で指定管理者が負担 

    ・１件５０万円以上の大規模修繕：市と指定管理者が協議のうえ決定 

  ② 自主事業の実施に伴う費用 

    ・収入：すべて指定管理者の収入 

    ・支出：すべて指定管理者の負担とし、指定管理料からの支出は不可 

  ③ 施設使用料収入 

    すべて岡谷市の歳入（別途、公金収納事務委託契約を締結） 

④ 勤労青少年ホームにかかる事業のうち、講座受講料等については指定管理者の収入とする。 

 

５ 申請に必要な資格 

 （１）申請者の条件 

    ① 法人またはその他の団体であること（以下「法人等」という。） 
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      複数団体が構成するグループでの申請は可能です。（代表団体を決定のこと） 

      この場合、グループの構成団体は、他のグループの構成団体となって申請することや、

単独で申請することはできません。 

    ②岡谷市勤労青少年ホーム・岡谷市勤労会館の管理・運営を安全・円滑に行うことができ

る人的・物的能力があること 

    ③ 岡谷市内に事業所を有すること 

     申請時には岡谷市内に事業所がない場合、指定までに事業所を設置する「確約書」を提

出すれば申請することができます。 

 

 （２）申請することができない場合 

    ① 一般競争入札等の参加を制限されている法人等（地方自治法施行令第１６７条の４） 

    ② 岡谷市から指名停止措置を受けている法人等（建設工事等入札参加資格者に係る指名

停止要領） 

    ③ 会社更生法に基づく再生手続開始の申立て、または民事再生法に基づく再生手続開始

の申立てがなされている法人等 

    ④ 最近３年間の法人税、消費税および地方消費税並びに市税を滞納している法人等 

    ⑤ 宗教活動または政治活動を主たる目的とする法人等 

    ⑥ 指定の取消しを受けたことがある法人等（地方自治法第２４４条の２第１１項） 

    ⑦ 破産者、法律行為を行う能力を有しない者、または禁錮以上の刑に処された者を役員と

している法人等 

    ⑧ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に掲げる暴力団又はそ

の構成員及びそれらの利益となる活動を行う法人等 

    ⑨ 暴力団の構成員、もしくは暴力団等の構成員でなくなった日から５年を経過しない者

を代表者（※）としている法人又はそれらの者の統制下にある法人及びそれらの者を配置

する予定の法人等 

     ※法人では役員、その他の団体では代表者および団体運営に実質的に参加する者 

 

６ 申請の方法 

  申請にあたっては、岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則第２条

に基づき、次の書類を提出してください。 

  

（１）提出書類 

法人 その他の団体 

・指定申請書（様式１） 

  （添付）指定管理業務に関する事業計画書、収支予算書 

・誓約書（様式２） 

・指定までに岡谷市内に事業所を設置する確約書(任意様式) 

・定款、寄附行為、規約等 

・登記事項証明書 

・法人の組織、運営に関する諸規定等 

・代表者の履歴書 

・代表者の身元証明書 

・団体の設立趣旨、事業概要が分かる資料 

・役員名簿 ・代表者、構成員の名簿 
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・直近３年間の納税証明書（法人） 

  法人税、消費税、地方消費税、法人市

民税 

・直近３年間の納税証明書（代表者） 

  所得税、消費税、地方消費税、市町村

民税 

・直近３年間の決算書類 

  事業報告書、財産目録、貸借対照表、

損益計算書、資金収支計算書、個別注

記表等 

・直近３年間の決算書類 

  事業報告書、収支決算書等 

 

 

・今年度の予算書類 

  事業計画書、資金収支計算書等 

・今年度の予算書類 

  事業計画書、収支予算書 

 

 （２）提出部数 

 提出部数 留意事項 

正 本 １部  

副 本 ７部 添付書類は複写可 

 

 （３）申請書類の著作権 

    申請書類の著作権は、申請者に帰属します。 

     ただし、市は、必要な場合は、指定管理者に選定した団体の申請書類の一部または全部

を無償で使用できるものとします。 

     なお、申請書類については、正本及び副本の１部を岡谷市文書管理規則に基づき保管

 し、残る副本６部については廃棄処分とします。 

  

 （４）情報公開条例に基づく開示請求 

    提出された申請書類は、岡谷市情報公開条例に基づく開示請求の対象になります。 

    ただし、個人情報や申請者の正当な利益を害するおそれのある情報は開示しません。 

 

 （５）申請の費用 

    申請に要する経費は、すべて申請者の負担とします。 

 

７ 指定管理業務に関する事業計画書、収支予算書の作成 

  指定申請書の添付書類として、以下の書類を作成してください。 

 

 （１）事業計画書   ※参照：別添１「指定管理業務仕様書」 

項 目 内 容 

１ 団体の概要 

（１）団体の概要（施設名、団体名、代表者名、設立年月

日、資本金、所在地、連絡先、職員等の数、団体の組

織、団体の理念・経営方針、事業内容） 

（２）今回の申請理由 

（３）類似施設の管理運営実績 

２ 管理運営を行うにあ 

たっての経営方針 

（１）基本方針 

（２）経費の縮減策 
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３ 施設の管理 

（１）職員の配置計画および採用計画 

（２）有資格者等の配置計画 

（３）職員の研修計画 

（４）施設の維持管理計画 

４ 施設の運営 

（１）住民の平等利用の確保対策 

（２）サービス向上対策 

（３）利用者の要望の把握および実現対策 

（４）自主事業計画および予算 

（５）地域、他施設との連携 

（６）施設の運営計画 

（７）数値的目標 

５ 個人情報の保護措置 

６ 緊急時対策 
（１）防犯、防災の対応 

（２）その他、緊急時の対応 

７ その他、特記すべき事項 

 

 （２）収支予算書   ※参照：別添２「決算の概要」 

    経費の算出にあたっては、下記に示す額を上限額として積算し、年度毎の必要経費を提 

示して下さい。なお、指定管理料については、提示のあった金額を上限とし、両者協議の 

うえ市の予算編成に基づいた作業過程を経て予算化する。なお、指定管理業務に係る経費 

については、現行の消費税率１０％で積算すること。 

年度（４月１日～翌年３月３１日）ごとに掲示してください。（各年度の収支予算書の 

額は変動しても構いません） 

期  間 上 限 額 

令和８年度から令和１２年度 

岡谷市勤労青少年ホーム ７７，３４８千円 

岡谷市勤労会館     １１，２８７千円 

（※消費税及び地方消費税相当額を含む） 

 

    ・会計年度    ：令和８年度から令和１２年度まで（５年分）  

    ・主な物品    ：本市が無償で貸し付け 

    ・精算、赤字補填 ：原則として行わない 

    ・金額、支払方法 ：両者の協議の上、年度協定に定める方法で、年度協定に定める金額

を指定管理料として支払う（提示額を上限とする） 

なお、消費税率の改定があった場合は、指定管理者の指定後に別 

途協議をします。 

・講座受講料等収入：講座受講料等の収入を指定管理者の収入とすることから、講座受講 

（事業収入）   料等収入は指定管理業務に係る経費（勤労青少年ホームに係る事業） 

に充てたうえで必要経費を積算してください。 

・その他     ：指定期間中に賃金水準及び物価水準の変動、並びにその他のやむを 

         得ない事由により当初合意した指定管理料が不適当となった場合は、 

          変更の要否や変更金額等について協議により決定します。 
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８ 審査・選定の方法 

 （１）審査項目 

    ・事業計画書の各項目（７（１）を参照） 

    ・収支予算書 

    ・その他、すべての申請書類 

 

 

 （２）選定基準 

    指定管理者を選定する際は、岡谷市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第

３条に定める３つの選定基準に基づいて審査を行います。 

 

① 平等利用の確保 

  公の施設の運営について、住民の平等利用を確保できること 

② 施設の有効利用および経費の節減 

  施設の効用を最大限に発揮させるとともに、施設の管理経費の縮減が図られること 

③ 管理の安定性 

  事業計画書に沿った管理を安定して行うための物的・人的能力を有していること 

 

 （３）審査主体 

    市長は審議会へ諮問し、審議会は申請書類、申請者によるプレゼンテーション、施設担当

課の書類審査結果に基づいて指定管理者を審査し、答申します。 

    ・委 員：有識者５人 

    ・会 議：原則公開（一部非公開・傍聴不可） 

                  選定方法や選定基準の決定等に関する審議については公開とし、選定に

   関する審議は非公開となります。 

    ・結 果 (答 申 )：原則公開（内容に応じ一部非公開） 

         岡谷市情報公開条例に基づき、落選者の正当な利益を害する部分等は公表を差 

         し控えます。 

  

 （４）選定及び指定 

    市長は審議会の意見を聴き、指定管理者の候補者を選定し、議会の議決により指定管理者 

    として指定します。 

 

９ 募集および選定のスケジュール 

 （１）募集要項の配布 

    ① 配布場所 

      岡谷市産業振興部工業振興課（テクノプラザおかや内）（施設担当課） 

     住所  ：〒３９４－００２８ 岡谷市本町一丁目１番１号 

     電話  ：０２６６－２１－７０００ 

     ＦＡＸ ：０２６６－２１－７００１ 

      Ｅメール：kougyo@city.okaya.lg.jp 
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    ② 配布期間  ６月１２日（木）～２５日（水） 

            午前８時３０分～午後５時１５分（土日を除く） 

 

 （２）質問の受付 

    ① 受付期間  ６月１２日（木）～２５日（水） 

            午前８時３０分～午後５時１５分（土日を除く） 

    ② 受付方法  質問事項を任意様式に記入し、書面で工業振興課へ提出してください。 

            ［窓口受付、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれか］ 

    ③ 回答方法  受け付けた質問に対する回答をとりまとめ、申請者（現地）説明会で公表

します。（質問者名は非公表） 

    ④ 注意事項  口頭による質問は受け付けません。 

 

 （３）現地説明会 

     申請方法、指定管理業務等について説明を行いますので、申請をする団体は必ず出席し

てください。なお、事前に工業振興課にお電話・メール等で申し込みをしてください。 

① 開催日時  ７月１日（火）  午後１時３０分～午後２時３０分 

    ② 会場    岡谷市勤労青少年ホーム 

    ③ 参加人数  １団体につき２名まで 

    ④ 持ち物   各自、この募集要項を印刷して持参してください。 

 

 （４）申請書類の提出 

    ① 受付期間  ７月３日（木）～１６日（水） 

            午前８時３０分～午後５時１５分（土日を除く） 

    ② 受付方法  必要な書類を工業振興課へ持参してください。 

    ③ 注意事項  郵送による提出は受け付けません。 

            提出された書類は返却しません。 

            受付後の内容訂正・追加は認めません。 

 

 （５）プレゼンテーション（８月２２日（金）又は、９月４日（木））   

    全ての申請者に、審議会でプレゼンテーションを行っていただきます。 

  

 （６）審議会による審査結果の公表及び候補者の選定（１０月予定） 

    審議会による審査結果（答申書）を公表します。 

    また、市は審議会による審査結果を受け、指定管理者の候補者を選定するとともに、全

ての申請者に市の結果を通知します。 

 

 （７）指定管理者の指定（市議会１２月定例会を予定） 

    指定管理者の候補者については、議会の議決を経て指定管理者として指定します。 

    指定した際は、その旨を候補者へ通知するとともに公告し、また選定理由を一般に公開

します。 
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 （８）協定の締結（令和８年３月） 

    指定管理者は、細目について工業振興課と協議を行い、３月議会で予算案が議決された

後、正式に協定を締結します。 

 

10 留意事項 

 （１）接触の禁止 

    申請者は、審議会の委員、本件業務に従事する本市職員および本件関係者に対し、本件の

申請・選定手続きについて接触することを禁じます。 

    接触の事実が認められる場合、その申請者を失格とします。 

  

（２）虚偽の記載をした場合の取り扱い 

    申請書類に虚偽の記載がある場合、その申請者を失格とします。 

 

 （３）候補者の取り消し 

    指定管理者の候補者の決定後、指定までに次のいずれかに該当する場合、指定をせず、協

定を締結しないことがあります。 

    ① 経営状況の急激な悪化等により、指定管理業務の履行が確実でないと認められる場合 

    ② 著しく社会的信用を損なう行為等により、指定管理者として不適切と認められる場合 

 

 （４）申請の辞退 

    申請書類を提出した後に申請を辞退する場合、辞退届（任意様式）を提出してください。 

 

 （５）指定管理経費の区分 

    施設の管理・運営に伴う収支については、団体および団体が扱う他の事業とは独立した会

計処理を行っていただきます。 

    ・独自の経理規程を設置 

    ・施設専用の会計帳簿、銀行口座を設置。ただし、法人・団体自らの会計帳簿書類とは独

立した会計処理を行うことができる場合は、この限りではない。 

 

 

 

【この募集要項に関するお問い合わせ】 

  岡谷市産業振興部工業振興課（テクノプラザおかや内） 

   住所  ：〒３９４－００２８ 岡谷市本町一丁目１番１号 

   電話  ：０２６６－２１－７０００ 

   ＦＡＸ ：０２６６－２１－７００１ 

   Ｅメール：kougyo@city.okaya.lg.jp 



別添２

岡谷市勤労青少年ホーム、岡谷市勤労会館

決　算　概　要

令和７年６月

岡谷市



岡谷市勤労青少年ホーム
決算概要

１　施設の利用状況

項目 令和４年度 令和５年度 令和６年度 ３年間平均 備考

利用者数（人） 15,305 13,547 13,554 14,135

施設使用料収入（円） 811,970 824,920 927,950 854,947 市の収入

２　指定管理者の歳入実績 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 ３年間平均

指定管理料 11,965,000 11,880,255 12,061,000 11,968,752 市が支払う指定管理料

自主事業等収入 628,200 656,650 635,350 640,067
指定管理者が行う教室の
受講料収入等

合　　計 12,593,200 12,536,905 12,696,350 12,608,818

３　指定管理者の歳出実績 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 3年間平均

人件費 6,782,758 6,152,425 6,711,485 6,548,889
職員給与・手当、法定福
利費、旅費交通費

光熱水費 1,563,447 1,413,237 1,574,746 1,517,143
電気料、灯油代、上下水
道料

一般管理費 538,405 780,287 495,263 604,652
消耗品費、印刷製本費、
通信運搬費、保険料等

委託料 1,242,966 1,321,589 1,343,471 1,302,675
各種施設・設備点検業務
委託料

修繕費 249,790 854,523 577,500 560,604 各種施設・設備修繕費

その他経費 1,908,308 1,883,790 1,990,018 1,927,372 諸謝金、租税公課費

合　　計 12,285,674 12,405,851 12,692,483 12,461,336

岡谷市勤労青少年ホーム　決算概要

科目
金　　額

備考

科目
金　　額

備考



岡谷市勤労会館
決算概要

１　施設の利用状況

項目 令和４年度 令和５年度 令和６年度 3年間平均 備考

利用者数（人） 9,487 11,916 11,431 10,945

施設使用料収入（円） 1,207,350 1,304,570 1,119,770 1,210,563 市の収入

２　指定管理者の歳入実績 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 3年間平均

指定管理料 1,894,822 1,956,276 1,970,000 1,940,366 市が支払う指定管理料

自主事業等収入 106,000 72,000 86,000 88,000
指定管理者が行う教室の
受講料収入等

合　　計 2,000,822 2,028,276 2,056,000 2,028,366

３　指定管理者の歳出実績 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 3年間平均

人件費 0 0 0 0
職員給与・手当、旅費交
通費

光熱水費 180,741 193,630 183,415 185,929
電気料、灯油代、上下水
道料

一般管理費 140,485 142,362 79,706 120,851
消耗品費、通信運搬費、
保険料等

委託料 1,427,655 1,534,371 1,555,026 1,505,684
各種施設・設備点検業務
委託料

修繕費 416,608 148,500 77,000 214,036 各種施設・設備修繕費

その他経費 144,077 140,183 165,440 149,900 諸謝金、租税公課費

合　　計 2,309,566 2,159,046 2,060,587 2,176,400

岡谷市勤労会館　決算概要

科目
金　　額

備考

科目 備考


